
№1

工　　種　・　細　　目 規　　　　　　　　格 設計数量 単位 備　　考

機械設備工 1.0 1.0 式

消融雪設備工(直接工事費) 1.0 1.0 式

　消雪ブロック据付工 1.0 1.0 式

　　材料費 別紙数量計算書 1.0 1.0 式

　　据付工 1.0 1.0 式 L=71.9m

　消雪管据付工 1.0 1.0 式

　　材料費 別紙数量計算書 1.0 1.0 式

　　据付工 1.0 1.0 式 L=4.0m

仮設工 1.0 1.0 式

　交通管理工 1.0 1.0 式

　　交通誘導警備員 1.0 1.0 式

本　　　　　　工　　　　　　事　　　　　　数　　　　　　量　　　　　集　　　　　計　　　　　表

算　　　　　　　　　　　　式



管きょ工（開削）-管路土工 P. 1

名        称 単位 単位長 計 改め 布設延長 管延長 摘   要

217 217

m3 

機械掘削工（ﾊﾞｯｸﾎｳ）土留あり 217.361 217.361 217
ﾊﾞｯｸﾎｳ　山積0.28m3

m3

管路埋戻
167 167

m3 

機械投入埋戻工（ﾊﾞｯｸﾎｳ+人力締固め） 15.750 15.750 15
流用土　ﾊﾞｯｸﾎｳ　山積0.28m3 .

m3
控除消雪幅　350㎜

機械投入埋戻工（ﾊﾞｯｸﾎｳ+ﾀﾝﾊﾟ締固め） 157.437-(0.45×0.1×75.9+0.35×0.1×75.9)=151.365 151.365 151
流用土　ﾊﾞｯｸﾎｳ　山積0.28m3

m3

発生土処理
185 185

現場～仮置場～現場
m3 

発生土運搬工（4t･2t積級） 185.498 185.498 185
ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ　4t積級　土砂
下水道工事　DID区間無し m3

積込(ﾙｰｽﾞ) 185.498 185.498 185

m3

発生土運搬工(4t・2t積級) 185.498 185.498 185
ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ　4t積級　土砂
一般土木工事　DID区間有り m3

発生土処理
31 31

現場～処分地
m3 

発生土運搬工（4t･2t積級） 31.863 31.863 31
ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ　4t積級　土砂
下水道工事　DID区間無し m3

残土処分費 31.863 31.863 31
礫質土

m3

上段 ： 変更前　下段 ： 変更後
延 長 計 算 (m)数量算　　　　　　　　　　　　　　　式

管路掘削



管きょ工（開削）-管布設工 P. 2

名        称 単位 単位長 計 改め 布設延長 管延長 摘   要

73.000 73.0

ｍ

ﾘﾌﾞ付硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管設置工 73.0 73.000 73.0

呼び径　200mm ｍ

ﾏﾝﾎｰﾙ用可とう継手 4.0 4.0 4
塩ビ(リブ)管φ200

個

上段 ： 変更前　下段 ： 変更後
数量算　　　　　　　　　　　　　　　式 延 長 計 算 (m)

ﾘﾌﾞ付硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管



管きょ工（開削）-管基礎工 P. 3

名        称 単位 単位長 計 改め 布設延長 管延長 摘   要

73 73

m

砕石基礎工 7.875 7.875 7.8
再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ(RC-30)　機械施工（投入）

m3

機械投入埋戻工（ﾊﾞｯｸﾎｳ+人力締固め） 21.598 21.598 21

m3

数量算　　　　　　　　　　　　　　　式
上段 ： 変更前　下段 ： 変更後

砕石基礎

延 長 計 算 (m)



管きょ工（開削）-管路土留工 P. 4

名        称 単位 単位長 計 改め 布設延長 管延長 摘   要

1 1

式

ｱﾙﾐ矢板土留（機械施工-BH0.28） 75.000 75.000 75
掘削深2.610～3.000m　リブ管用

ｍ

ｱﾙﾐ矢板賃料
1 1

式

ｱﾙﾐ矢板賃料 30 30 30 最低保証期間1カ月
幅333mm　長さ3500mm
60枚 日

ｱﾙﾐ矢板基本料 60 60 60
幅333mm　長さ3500mm

枚

軽量金属支保材賃料
1 1

式

ｱﾙﾐ腹起こし賃料 30 30 30 最低保証期間1カ月
110～120×120～130×3000
8本 日

ｱﾙﾐ腹起こし賃料 30 30 30 最低保証期間1カ月
110～120×120～130×4000
4本 日

ｱﾙﾐ水圧ｻﾎﾟｰﾄ賃料 30 30 30 最低保証期間1カ月
590～900
12本 日

手動式水圧ﾎﾟﾝﾌﾟ賃料 30 30 30 最低保証期間1カ月
ﾀﾝｸ容量15～19L
1台 日

ｱﾙﾐ腹起こし基本料 8 8 8
110～120×120～130×3000

本

ｱﾙﾐ腹起こし基本料 4 4 4
110～120×120～130×4000

本

ｱﾙﾐ水圧ｻﾎﾟｰﾄ基本料 12 12 12
590～900

本

数量
上段 ： 変更前　下段 ： 変更後

算　　　　　　　　　　　　　　　式 延 長 計 算 (m)

ｱﾙﾐ矢板土留



管きょ工（開削）-管路土留工 P. 5

名        称 単位 単位長 計 改め 布設延長 管延長 摘   要

手動式水圧ﾎﾟﾝﾌﾟ基本料 1 1 1
ﾀﾝｸ容量15～19L

台

上段 ： 変更前　下段 ： 変更後
数量 延 長 計 算 (m)算　　　　　　　　　　　　　　　式



管きょ工（開削）-開削水替工 P. 6

名        称 単位 単位長 計 改め 布設延長 管延長 摘   要

5 5

日

ﾎﾟﾝﾌﾟ据付・撤去工（開削水替工） 1 1 1

現場

ﾎﾟﾝﾌﾟ運転工（開削水替） 5 5 5
作業時排水　ﾎﾟﾝﾌﾟ台数1台

日

上段 ： 変更前　下段 ： 変更後

開削水替

数量算　　　　　　　　　　　　　　　式 延 長 計 算 (m)



付帯工-仮配管工 P. 7

名        称 単位 単位長 計 改め 布設延長 管延長 摘   要

1 1

式

発動発電機運転(ディーゼル駆動) 10 10 10

日

排水ﾎﾟﾝﾌﾟ設置・撤去 1 1 1

箇所

硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管据付工 115.5 115 115
φ50

m

硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管RR継手工 33 33
φ50

口

耐衝撃性硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管ゴム輪受口　φ50㎜ 24 24 24

本

HIVP(RRﾍﾞﾝﾄﾞ45°) 8 8 8

本

HIVP(RRﾍﾞﾝﾄﾞ90°) 1 1 1

本

ｺﾝｸﾘｰﾄ削孔(さく岩機) 2 2 2

孔

ｺﾝｸﾘｰﾄ工 0.00118 0.001

m3

23+5+5=33

(0.05×0.05×π×0.075)×2=0.00118

仮配管設置工

上段 ： 変更前　下段 ： 変更後
算　　　　　　　　　　　　　　　式 数量 延 長 計 算 (m)



付帯工-仮配管工 P. 8

名        称 単位 単位長 計 改め 布設延長 管延長 摘   要

1 1

式

舗装版切断 126.00 126.0 126

m

舗装版破砕工（ﾊﾞｯｸﾎｳ直接掘削・積込） 63.50 63.5 63
舗装版厚：t≦10cm

m2

機械掘削工(バックホウ)土留なし 62.50 62.5 62

m3

基面整正 63.50 63.5 63.5

m2

砂基礎工 9.80 9.8 9.8

m3

機械投入埋戻工(ﾊﾞｯｸﾎｳ投入+人力締固め) 6.40 6.4 6.4
砕砂

m3

機械投入埋戻工(ﾊﾞｯｸﾎｳ投入+人力締固め) 12.70 12.7 12
流用土

m3

機械投入埋戻工(ﾊﾞｯｸﾎｳ投入+ﾀﾝﾊﾟ締固め) 17.40 17.4 17
流用土

m3

上層路盤(歩道部) 63.50 63.5 63

m2

下層路盤(歩道部) 63.50 63.5 63

m2

発生土運搬工(4t・2t積級) 29.10 29.1 29

m3

残土処分費 29.10 29.1 29
礫質土

m3

殻運搬工(4t・2t積級) 3.20 3.2 3.2

m3

殻処分費 3.20 3.2 3.2

m3

表層(車道・路肩部) 63.50 63.5 63

m2

算　　　　　　　　　　　　　　　式 延 長 計 算 (m)

仮配管設置土工

数量
上段 ： 変更前　下段 ： 変更後



付帯工-仮配管工 P. 9

名        称 単位 単位長 計 改め 布設延長 管延長 摘   要

1 1

式

硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管撤去工 115.5 115 115
φ50

m

廃プラ 0.327 0.3
処理困難物

m3
1.098㎏/m×115.5m=126.8

現場発生品・支給品運搬 1 1 1 0.127ｔ

回

算　　　　　　　　　　　　　　　式

仮配管撤去工

(0.03×0.03×π)×115.5=0.327

上段 ： 変更前　下段 ： 変更後
数量 延 長 計 算 (m)



付帯工-既設構造物撤去工 P. 10

名        称 単位 単位長 計 改め 布設延長 管延長 摘   要

75 75

ｍ

硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管撤去工 75 75 75

ｍ

廃プラ 2.698 2.6
処理困難物

m3
6.572㎏/m×75m=492.9

現場発生品・支給品運搬 1 1 1 0.493ｔ

回

75 75

ｍ

構造物とりこわし工 9.188 9.1
鉄筋構造物　機械施工

m3

殻運搬 9.188 9.188 9.1

m3

投棄料 9.188 9.188 9.1
Co(有筋)

m3

算　　　　　　　　　　　　　　　式

既設管撤去

数量
上段 ： 変更前　下段 ： 変更後

延 長 計 算 (m)

0.107＾2×π×75=2.698

既設構造物撤去

0.35×0.35×75=9.188



付帯工-消雪設備設置工 P. 11

名        称 単位 単位長 計 改め 布設延長 管延長 摘   要

71 71

ｍ

基礎砕石 32.36 32.36 32

m2

　

4 4

ｍ

10m仕組み

　基礎砕石 4.50 4.50 4.5

m2

　型枠 7.00 7.00 7.0

m2

　鉄筋 0.039 0.039 0.03
　SD295　D13 

ｔ

　鉄筋 0.049 0.049 0.04
　D295　D10

ｔ

　目地材 0.22 0.22 0.2
　t=10㎜

m2

　ｺﾝｸﾘｰﾄ(ｺﾝｸﾘｰﾄ工) 1.18 1.18 1.1
　30-8-20BB

m3

算　　　　　　　　　　　　　　　式 延 長 計 算 (m)

消雪設備設置(消雪ブロック)

数量
上段 ： 変更前　下段 ： 変更後

消雪設備設置(散水管)



付帯工-舗装版破砕工 P. 12

名        称 単位 単位長 計 改め 布設延長 管延長 摘   要

150.000 150

ｍ

舗装版切断 150.000 150.000 150
ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版、15cm以下

ｍ

舗装版破砕
78.750 78

ｍ2

舗装版破砕工（ﾊﾞｯｸﾎｳ直接掘削・積込） 78.750 78
舗装版厚：t≦10cm

ｍ2

殻運搬
7.875 7.8

ｍ3

殻運搬工（4t・2ｔ積級） 7.875 7.875 7.8
ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ　2t積級　ｱｽﾌｧﾙﾄ殻
DID区間無し m3

殻処分
7.875 7.8

m3

殻処分費 7.875 7.875 7.8
ｱｽﾌｧﾙﾄ塊

m3

舗装版切断

上段 ： 変更前　下段 ： 変更後
算　　　　　　　　　　　　　　　式 数量 延 長 計 算 (m)

78.750



付帯工-舗装仮復旧工 P. 13

名        称 単位 単位長 計 改め 布設延長 管延長 摘   要

57.218 57

ｍ2

下層路盤（歩道部） 57.218 57.218 57 控除消雪幅平均280㎜
RC-30　t=100mm

ｍ2

上層路盤
62.395 62

ｍ2

上層路盤（歩道部） 62.395 62.395 62 控除消雪幅平均208㎜
M-30　t=120mm

ｍ2

表層
66.565 66

ｍ2

表層(車道・路肩部) 66.565 66.565 66 控除消雪幅消雪部　150㎜
再生密粒度ｱｽｺﾝ(13)　t=30mm 控除消雪幅散水管部　350㎜

m2

78.75-0.35×4.0-0.280×71.9

78.75-0.35×4.0-0.208×71.9

78.75-0.35×4.0-0.15×71.9

上段 ： 変更前　下段 ： 変更後
算　　　　　　　　　　　　　　　式 数量 延 長 計 算 (m)

下層路盤



(71.9m当り)

項 目 単位 数 量

<標準区間>

消雪ブロック 別途計上

伸縮目地 別途計上

基礎砕石(RC-40) 0.45*71.9 = 32.36 m2 32.3

消雪設備設置(消雪ブロック)

算 式

断 面 図

2
0
0

1
2
0
3
0

4
5
0

450

150

1050

再生密粒度ｱ ｽ ｺ ﾝ (13) t=3㎝

再生砕石(RC-40) t=10㎝

1
0
0

M-30

RC-30

流用土

M-30

RC-30

流用土



(10.0m当り)

項 目 単位 数 量

基礎砕石(RC-40) 0.45*10.00 = 4.50 m2 4.5

型枠 0.35*10.00*2 = 7.00 m2 7.0

鉄筋
SD295　D13

21.452/5.50*10.00/1000 = 0.039 t 0.039

鉄筋
SD295　D10

26.886/5.50*10.00/1000 = 0.049 t 0.049

目地材
t=10㎜

0.35*0.35/5.50*10.00 = 0.22 m2 0.2

ｺﾝｸﾘｰﾄ
30-8-20BB

(0.35*0.35-π/4*0.076*0.076)*10.00 = 1.18 m3 1.1

消雪設備設置(散水管)

算 式

散水消雪施設設計施工・維持管理マニュアル(平成20年8月) P150より

鉄筋表 5.5m当り

鉄筋 本数
長さ
(m)

単位質量
(㎏/m)

質量
(㎏)

D10

D10

D10

4

23

23

5.39

0.88

0.27

0.560 12.074

0.560

0.560

11.334

3.478

26.886

21.452

21.452

D13 4 5.39 0.995

D13小計

D10小計

※SD295Aを使用

断 面 図

2
0
0

1
2
0

3
0

4
5
0

350

1050

再生密粒度ｱ ｽ ｺ ﾝ (13) t=3㎝

再生砕石(RC-40) t=10㎝

1
0
0

M-30

RC-30

M-30

RC-30

450

型枠工

箱型鉄筋 φ150以下用

ｺ ﾝ ｸ ﾘ ー ﾄ 30-8-20BB

流用土流用土



数量計算書
1式当り

工　　　種 単位 　数　　量
消雪ﾌﾟﾚｷｬｽﾄﾌﾞﾛｯｸ φ65 HIVP L=5.50m ノズルピッチ@1.38 個 12

消雪ﾌﾟﾚｷｬｽﾄﾌﾞﾛｯｸ φ65 HIVP L=1.00m ノズルピッチ@1.38 個 5

消雪ﾌﾟﾚｷｬｽﾄﾌﾞﾛｯｸ φ65　L型ﾌﾞﾛｯｸ　散水ノズル付 個 4

目地材 プレキャスト消雪ブロック用 個 18

鋼板 台座プレート 枚 18

FVｿｹｯﾄ φ65 個 18

離脱防止金具 HIVP用 個 2

摘　　　要規　　　　　格

　材料費 (消雪ブロック)



数量計算書
1式当り

工　　　種 単位 　数　　量
塩ビ製散水加工管 φ65 　H=5.50 本 1

耐衝撃性硬質ポリ塩化ﾋﾞﾆﾙ管 φ16 HIVP 本 1

消雪ﾉｽﾞﾙ 埋設タイプ　70 個 2

硬質ポリ塩化ﾋﾞﾆﾙ管継手 HI継手　φ65　45°ｴﾙﾎﾞ 個 4

　材料費 (散水管)

規　　　　　　格 摘　　　要



1 ／1

仮配管設置土工 計　

延　長　(m) 4.00 105.00 6.50 4.00 105.00 6.50 231.0

工　　　種
t=15cm
以下 m 8.00 105.00 13.00 126.0

t=5cm m2 2.20 57.75 3.58 63.5
AS

m3 1.78 26.57 2.90 1.78 26.57 2.90 62.5

m2 2.20 57.75 3.58 63.5

砂
(機械) m3 0.34 8.94 0.55 9.8

砂
(人力) m3 0.22 5.78 0.36 6.4
流用土
(機械) m3 0.77 1.25 1.23 12.13 2.00 17.4
流用土
(人力) m3 0.44 11.55 0.72 12.7

t=12cm m2 2.20 57.75 3.58 63.5

t=10cm m2 2.20 57.75 3.58 63.5

土砂 m3 0.44 13.75 0.72 0.41 13.11 0.68 29.1

m3 0.11 2.89 0.18 3.2

t=3cm m2 2.20 57.75 3.58 63.5

　　　　上層
路盤工
M-30

　　　　下層
路盤工
RC-30

残土処分工

殻処分工

As
舗装工

車道部 車道部 車道部 車道部車道部
1 2 3

車道部

As舗装版
切断工

舗装版
取壊工
(機械)

機械掘削工

埋戻工

4 5 6

基面整正



名　　称 形状寸法 計　　　　算　　　　書 計

舗装切断工 As t=5cm = ｍ

舗装取壊工 As = m2

機械掘削工 = m3

機械掘削工計 = m3

基面整正 = m2

埋 戻 工 砂(人力) = m3

埋 戻 工 砂(機械) ( = m3

埋 戻 工 流用土(機械) = m3

埋 戻 工 流用土(人力) = m3

残土処分工 土　砂 = m3

残土処分工計 = m3

残塊処分工 As = m3

0.44

0.55 × 0.05 × 4.00 0.11

1.78 - 1.21 × 1.11 0.44

0.55 × 0.200 × 4.00 0.44

0.55 × 0.350 × 4.00 0.77

4.00 0.22

0.55 × 0.160 -(π/4× 0.060 ^2))× 4.00 0.34

0.55 × 0.100 ×

1.78

0.55 × 4.00 2.20

0.55 × 0.810 × 4.00 1.78

0.55 × 4.00 2.20

4.00 × 2 8.00

管下基礎 0.100 ｍ

管上基礎 0.100 ｍ

掘削深 0.810 ｍ

掘削幅 0.550 ｍ

上層路盤

下層路盤

管外径 φ60mm 

② 2.60 0.65

表層

基層

区間平均土被り×距離 2.60

平均土被り

距離 4.00 ① 4.00 ②÷①

平均土被りの算出

土被り 1.00 0.30 計

H= 0.65 m

L= 4.00 ｍ

1
仮設配管 φ50 ( 車道部 )



名　　称 形状寸法 計　　　　算　　　　書 計

舗装切断工 As t=5cm = ｍ

舗装取壊工 As = m2

機械掘削工 = m3

機械掘削工計 = m3

基面整正 = m2

埋 戻 工 砂(人力) = m3

埋 戻 工 砂(機械) ( = m3

埋 戻 工 流用土(人力) = m3

残土処分工 土　砂 = m3

残土処分工計 = m3

残塊処分工 As = m3

13.75

0.55 × 0.05 × 105.00 2.89

26.57 - 11.55 × 1.11 13.75

0.55 × 0.200 × 105.00 11.55

105.00 5.78

0.55 × 0.160 -(π/4× 0.060 ^2))× 105.00 8.94

0.55 × 0.100 ×

26.57

0.55 × 105.00 57.75

0.55 × 0.460 × 105.00 26.57

0.55 × 105.00 57.75

105.00 × 1 105.00

管下基礎 0.100 ｍ

管上基礎 0.100 ｍ

掘削深 0.460 ｍ

掘削幅 0.550 ｍ

上層路盤

下層路盤

管外径 φ60mm 

② 31.50 0.30

表層

基層

区間平均土被り×距離 31.50

平均土被り

距離 105.00 ① 105.00 ②÷①

平均土被りの算出

土被り 0.30 0.30 計

H= 0.30 m

L= 105.00 ｍ

2
仮設配管 φ50 ( 車道部 )



名　　称 形状寸法 計　　　　算　　　　書 計

舗装切断工 As t=5cm = ｍ

舗装取壊工 As = m2

機械掘削工 = m3

機械掘削工計 = m3

基面整正 = m2

埋 戻 工 砂(人力) = m3

埋 戻 工 砂(機械) ( = m3

埋 戻 工 流用土(機械) = m3

埋 戻 工 流用土(人力) = m3

残土処分工 土　砂 = m3

残土処分工計 = m3

残塊処分工 As = m3

0.55 × 0.200 × 6.50 0.72

0.72

0.55 × 0.05 × 6.50 0.18

2.90 - 1.97 × 1.11 0.72

0.55 × 0.350 × 6.50 1.25

6.50 0.36

0.55 × 0.160 -(π/4× 0.060 ^2))× 6.50 0.55

0.55 × 0.100 ×

2.90

0.55 × 6.50 3.58

0.55 × 0.810 × 6.50 2.90

0.55 × 6.50 3.58

6.50 × 2 13.00

管下基礎 0.100 ｍ

管上基礎 0.100 ｍ

掘削深 0.810 ｍ

掘削幅 0.550 ｍ

上層路盤

下層路盤

管外径 φ60mm 

② 4.23 0.65

表層

基層

区間平均土被り×距離 4.23

平均土被り

距離 6.50 ① 6.50 ②÷①

平均土被りの算出

土被り 0.30 1.00 計

H= 0.65 m

L= 6.50 ｍ

3
仮設配管 φ50 ( 車道部 )



名　　称 形状寸法 計　　　　算　　　　書 計

機械掘削工 = m3

機械掘削工計 = m3

埋 戻 工 流用土(機械) = m3
M-30

上層路盤工 = m2
RC-30

下層路盤工 = m2

残土処分工 土　砂 = m3

残土処分工計 = m3
再生密粒(13)

仮復旧工 As t=3cm = m2

ｍ

4
( 車道部 ) H= 0.65 m

L= 4.00

仮設配管 φ50

平均土被りの算出

土被り 0.30 1.00 計 平均土被り

距離 4.00 ① 4.00 ②÷①

区間平均土被り×距離 2.60 ② 2.60 0.65

表層 t=3cm 

基層

上層路盤 t=12cm 

下層路盤 t=10cm 

管外径 φ60mm 

掘削深 0.810 ｍ

掘削幅 0.550 ｍ

管下基礎 0.100 ｍ

管上基礎 0.100 ｍ

×

1.78

0.55 × 0.810 × 4.00 1.78

0.560 × 4.00 1.23

t=12cm 0.55 ×

0.55

1.11

4.00 2.20

t=10cm 0.55 × 4.00 2.20

1.78 - 0.411.23 ×

0.41

0.55 × 4.00 2.20



名　　称 形状寸法 計　　　　算　　　　書 計

機械掘削工 = m3

機械掘削工計 = m3

埋 戻 工 流用土(機械) = m3
M-30

上層路盤工 = m2
RC-30

下層路盤工 = m2

残土処分工 土　砂 = m3

残土処分工計 = m3
再生密粒(13)

仮復旧工 As t=3cm = m2

13.11

0.55 × 105.00 57.75

26.57 - 12.13 × 1.11 13.11

105.00 57.75

t=10cm 0.55 × 105.00 57.75

t=12cm 0.55 ×

26.57

0.55 × 0.210 × 105.00 12.13

0.55 × 0.460 × 105.00 26.57

管下基礎 0.100 ｍ

管上基礎 0.100 ｍ

掘削深 0.460 ｍ

掘削幅 0.550 ｍ

上層路盤 t=12cm 

下層路盤 t=10cm 

管外径 φ60mm 

② 31.50 0.30

表層 t=3cm 

基層

区間平均土被り×距離 31.50

平均土被り

距離 105.00 ① 105.00 ②÷①

平均土被りの算出

土被り 0.30 0.30 計

H= 0.30 m

L= 105.00 ｍ

5
仮設配管 φ50 ( 車道部 )



名　　称 形状寸法 計　　　　算　　　　書 計

機械掘削工 = m3

機械掘削工計 = m3

埋 戻 工 流用土(機械) = m3
M-30

上層路盤工 = m2
RC-30

下層路盤工 = m2

残土処分工 土　砂 = m3

残土処分工計 = m3
再生密粒(13)

仮復旧工 As t=3cm = m2

0.68

0.55 × 6.50 3.58

2.90 - 2.00 × 1.11 0.68

6.50 3.58

t=10cm 0.55 × 6.50 3.58

t=12cm 0.55 ×

2.90

0.55 × 0.560 × 6.50 2.00

0.55 × 0.810 × 6.50 2.90

管下基礎 0.100 ｍ

管上基礎 0.100 ｍ

掘削深 0.810 ｍ

掘削幅 0.550 ｍ

上層路盤 t=12cm 

下層路盤 t=10cm 

管外径 φ60mm 

② 4.23 0.65

表層 t=3cm 

基層

区間平均土被り×距離 4.23

平均土被り

距離 6.50 ① 6.50 ②÷①

平均土被りの算出

土被り 0.30 1.00 計

H= 0.65 m

L= 6.50 ｍ

6
仮設配管 φ50 ( 車道部 )



本管掘削土量 内訳集計表 工事名 速水北処理分区下水道修繕工事(湖北町八日市)

費用区分 単独

基面整正
[m2]

掘削土量計
[m3]

217.361

217361

掘削下水
[m3]

217361

217361

掘削土木
[m3]

掘肖J機械

0.23m3(020)

合計

処理種別  当初 1/1ペマジ



本管埋戻土量 内訳集計表 工事名 速水北処理分区下水道修繕工事(湖北町八日市)

173187土量合計

費用区分 単独

掘削機械 0.23m3(020)

合計

流用B区分流用A区分埋戻B2
157.437

157.437

埋戻Bl埋戻A2

15750

15750

埋戻Al

流用上ノ

処理種別  当初 1/1ページ



工事名 速水北処理分区下水道修繕工事(湖北町八日市)表計集訳内理処土生発
　
鞠

管

聯

本
　
釧

下水道

25122

25122

一般土木下水道

合計BH0 80m3(0,60)[m9]

一般土木

|

|

下水道

BHO.45m3(035)[m3]

一般土木下水道

25。 122

25.122

BH0 28m3(020)[m3]

一般土木下水道

BH0 13(0.10)[m3]

一般土木下水道

人力[m3]

一般土木

運搬機械

DT4t

合計

25.122合計

1/1ページ処理種別  当初



本管布設 内訳集計表 工事名 速水北処理分区下水道修繕工事(湖北町八日市)

費用区分 単独

管種  リブ管

区間延長
[m]

7500

マンホー,♭
削孔[箇所]

管布設エ
[m]

73000

管 材料費

副管継手(内)[本]副管継手(外)[本]調整管[本 ]

1

片受直管 [本 ]

18

管径
[mm]

200

処理種別  当初 1/1ページ



工事名 速水北処理分区下水道修繕工事(湖北町八日市)本管 基礎工 内訳集計表

独
　
４０

単
　
α

費用区分

基礎高[m]

合計

29473

291473

管防護工 [m3]

BHO.80m3(0.60)BHO.45m3(035〕BHO.28m3(020)

21598

21598

BH013m3(0!10)人 力

基礎工 [m3]

BHO.80m3(060)BHO.45m3(035)BHO.28m3(0.20)

7875

7.875

BHO。 13m3(0.10)人 力

種別

RC-30

合計

73200管渠延長合計

処理種別  当初 1/1ページ



土留工集計表 (本管) 工事名 速水北処理分区下水道修繕工事(湖北町八日市)

費用区分単独

管種  リブ管

矢板  アルミ矢板

掘削幅
毎合計

75.000

75,000総合計

1埋響筆
種

合計

75.000

75,000

75000

75.000

土留 土 エ

掘削幅 [m] ～ 1.5 151fし 1.55 1.56-2 201'V2.05 2.06'Ψ 25 2.51-2.6 261-3 3.01-33 3.31-3.5 3.51-38 381-5

75.000

75.000

75.000

|

～097

^,122
-1.62

～097

-122

-162

掘削深毎 合計

掘削機種

0.23m3
(0!20)

処理種別  当初 1/1ページ



舗装版切断 内訳集計表 工事名 速水北処理分区下水道修繕工事(湖北町八日市)

費用区分 単独

切団 Lm」

コンクリート(有
筋 )

コンクリート(無
筋)   :

アスフアルト

150.000

150000

舗装厚
[m]

～015

合計

処理種別  当初 1/1ページ



舗装版破砕 内訳集計表 工事名 速水北処理分区下水道修繕工事(湖北町八日市)

費用区分

舗装種別

破砕機械

単独

アスファルト

028m3(0.20)

舗装厚[m]

-99900～0.15～ 0。 10

78.750

78750

区分

本管部

合計

処理種別  当初 1/1ページ



費用区分 単独

舗装種別 アスファルト

殻運搬処理 内訳集計表 工事名  速水北処理分区下水道修繕工事(湖北町八日市)

0.45合計

7.875総合計

合計

7875

7.875

BHO.80(0.60)[m3]

取付管部本管部

080合計

BHO.45(035)[m3]

本管部
|

取付管部

|

BHO.13(010)[m3] | BH0 28(020)[m3]

取付管部

7.875

本管部

7.875

7875

028合計

取付管部本管部

013合計

人力 [m3]

取付管部本管部

人力合計

運搬機械

DT4t

合計

処理種別  当初 1/1ページ



路盤工 内訳集計表 工事名 速水北処理分区下水道修繕工事(湖北町八日市)

費用区分 単独

施工区分 車道

路盤工2[m2]

山土(盛土
用)

埋戻土
別途計上

M-40M-30C-40C-30RCJ0RC-30

78750

7875C

流用上

路盤工刊[m2]

山土(盛土
用)

埋戻土
別途計上

MJ0M-30

78750

7875C

CJ0C-30RC-40RC-30流用上

仕上がり
厚
[m]

0.10

012

合計

処理種別  当初 1/1ページ



路面復旧工 内訳集計表 工事名 速水北処理分区下水道修繕工事(湖北町八日市)

費用区分 単独

施工区分 車道

路面復旧[m2]

密粒度AS20

|

密粒度AS13再生密粒度AS20再生密粒度AS13

78750

78.750

舗装厚
[m]

0.03

合計

処理種別  当初 1/1ページ



費用区分 単独

路線名 1

現況舗装厚 [m]

日進量[m/日 ]

下流側 4

上流側 1

舗装切断

舗装取壊

舗装取壊

掘削[土木]

基面整正

掘削[下水]

発生土処理

埋戻管基礎 RC-30

埋戻管防護 RC-30

路線名 1

現況舗装厚 [m]

日進量[m/日 ]

人孔番号

下流側 1

上流側 2

土量計算書 工事番号 1 工事名 速水北処理分区下水道修繕工事(湖北町八日市)

スパン番号 01-00 管種 リブ管  管径[m品]200  矢板 アルミ矢板 破砕機械 o28m3(020)[20倒  掘削機械 028m3(029)[20倒
010復旧舗装厚[m]   o.03管 防護厚[m]   o10 管基礎厚[m]   o.10 流用可能層厚[m] o o00 □ 下流マンホール削孔接続

運搬機種 DT4t

□ 上流マンホール削孔接続

ステップ   o olo

人子と番号
区
罵干
長 管
ξ汗
長 管
掃話
長 醤普語]堀斜戸 翫擦撮]

本管勾配[960]   3.000管 渠継手無し[m] 36100調整管[本 ] 0025 矢板設置率[%] 100000 流用余り[m3] o.Oo0

掘削幅[m] 藩認雰
画
土量[m3]至量記者  

片受直管 調整長さ 流出管
[本]  [h] 底高[m]

98.125

2.922      105     3068  113516      0000 9     0.100

地盤高
[m]
10100

10102

管底高
[m]

98135

98246

98032

98143

施工基
面高 [m]

98153

98.267

2968

2877

0000

掘削深
[m]

2867

2733

路面復旧  車道
埋戻Al区分

埋戻A2区分

埋戻Bl区分

埋戻B2区分

路盤工1区分 車道

路盤工2区分 車道

流用A区分

流用B区分

再生密粒度ASl

流用上

流用土ィ

流用上

流用上

M-30

RC-30

流用上

流用上

再生密粒度ASl

流用上

流用上

流用上

流用上

M-30

RC-30

流用上

流用上

38850[誌 2]

0000[m3]

7770[m3]

0,000[m3]

80031[m3]

38850[m2]

38850[m2]

0.000[m3]

o ooo[m3]

復旧舗装厚

000

020 -

000

206 -

路盤厚 1

路盤厚2

副管継手

なし

003[m]

0000 +    o ooo

0000

012[m]

o lo[m]

3700 090 36100

741000

38850

3885

0,000

0000

109631

12171

3.885

10.655

[m]

[m2]

[m3]

[m3]

[m2]

[m3]

[m3]

[m3]

[m3]

37.00 X

3700 x

3700 x

l13516-

113516-

3700 x
3700 X
3700 X

2

105

1 05  x    O:10

3885

3885-   0000--  97.459+

105 x   0101-   0000
105× (  0206+  010)一
〇206 ^2X0785

3700 X

37.00 X

3700 X

3700 X

3700 X

3700 X

37.00 x

可能
[m3]

105

105  X

l.05 X

105  X

l.05  X

l,05

105

スパン番号 02-00 管種 リブ管  管径[mm]200  矢板 アルミ矢板 破砕機械 o28m3(020)[20倒  掘削機械 028m3(020)[20飼
010復旧舗装厚[m]   o o3管防護厚[m]   o10 管基礎厚[m]   o10 流用可能層厚[m] o o00 □下流マンホ=ザレ肖1孔接続
本管勾配[960]   3000管 渠継手無し[m]37100調 整管[本 ] 0275 矢板設置率[%] 100000 流用余り[m3] 0000

運搬機種 DT■

□ 上流マンホール肖1孔接続

ステップ   0010

区間延長 管渠減長
[m]     [m]

管底高
[m]

98256

98370

2

1,05

105  x    010

3990

3990-   0000‐ -  94778+

105 x   010-■   0000

105X(  0206+  010)一
〇206 ^2X0785

翫禦撮]脚m藉認獅面

2800      105     2940

土量 [m3]

111.720      0000

管渠延長
[m]
37.100

地盤高
[m}
10102

10100

片受直
[本 ]

管 調整長さ
[m]

流出管
底高[m] 副管継手

なし

流用
上量

38.00      090 98246

舗装切断

舗装取壊

舗装取壊

掘削[土木]

基面整正

掘削[下水]

発生土処理

埋戻管基礎 RC-30

埋戻管防護 RC-30

76.000[m]

39,900[m2]

3990[m3]

0,000[m31

0000[m2]

107.730[m3]

12951[m3]

3.990[m3]

10943[m3]

3800 X

38,00 x

3800 ×

111720 -

111720 -

38,00 x

3800 X
3800 X

39900

0.000

7980

0000

77406

39900

39,900

0000

0000

[m2]

[m3]

[m3]

[m3]

[m3]

[m2]

[m2]

[m3]

[m3]

38.00 X

38.00 、

3800 X

3800 X

3800 X

3800 X

3800 x

105

105  X

l.05 X

105  X

l,05  X

l.05

105

1竃
夏岳
|≧

分 
道

1埋戻A2区分

埋戻Bl区分

埋戻B2区分

路盤工1区分 車道
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